

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 4図 版木 B
面拓影（反転）
第 3図 版木 B 面 第 2図 版木 A
面拓影（反転）
第 1図 版木 A 面
４
四山
田
麿
墓
（
第
５
図
）
河
内
名
所
図
会
に
見
え
る
「
山
田
麿
墓
」
は
、
佛
陀
寺
の
境
内
に
あ
る
。
大
正
時
代
に
歴
史
学
者
の
喜
田
貞
吉
氏
が
踏
査
し
、『
歴
史
地
理
』
に
紹
介
し
て
（
 
）
い
る
。「
長
さ
四
間
、
横
三
間
高
さ
三
尺
ば
か
り
の
土
饅
頭
で
、
其
の
上
に
石
棺
が
露
出
し
て
い
る
」。
石
棺
は
「
軽
墓
の
掘
抜
石
棺
式
で
、
屋
根
も
身
も
一
石
か
ら
出
来
て
い
る
」。「
穴
の
奥
行
が
六
尺
四
寸
一
分
、
外
の
長
さ
が
七
尺
三
寸
、
幅
が
四
尺
と
云
ふ
見
当
だ
」
と
的
を
得
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
墳
は
そ
の
重
要
性
か
ら
、
昭
和
四
七
年（
一
九
七
二
）
に
大
阪
府
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
上
野
勝
己
氏
に
よ
れ
ば
、
石
棺
は
凝
灰
岩
を
刳
り
抜
き
、
前
面
に
口
を
開
け
た
横
口
式
石
棺
で
、
長
さ
二
・
五
ｍ
、
幅
一
・
二
ｍ
あ
る
。
大
正
時
代
に
長
さ
三
三
・
〇
㎝
、
幅
二
四
・
五
㎝
の
須
恵
質
の
塼
が
出
土
し
た
。「
石
棺
は
お
そ
ら
く
石
室
に
入
れ
ら
れ
ず
、
石
棺
を
直
接
土
中
に
埋
め
、
こ
れ
ら
の
塼
が
石
棺
を
保
護
乃
至
周
囲
と
区
画
す
る
形
で
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
」
と
の
卓
見
を
披
露
さ
（

）
れ
、
七
世
紀
中
頃
の
築
造
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
地
元
で
は
所
在
地
名
の
「
山
田
」
か
ら
蘇
我
倉
山
田
石
川
麿
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
五
ま
と
め
今
回
、
紹
介
し
た
版
木
は
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
『
河
陽
盛
光
山
仏
陀
寺
縁
起
』
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
佛
陀
寺
の
宗
教
活
動
の
一
端
を
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
佛
陀
寺
に
参
詣
す
る
人
々
に
縁
起
の
刷
物
を
配
布
し
、
親
鸞
聖
人
か
ら
教
え
を
受
け
た
秦
川
勝
の
後
裔
で
あ
る
盛
光
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
由
緒
正
し
い
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
説
き
な
が
ら
、
寺
を
維
持
す
る
た
め
の
布
施
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
佛
陀
寺
の
北
側
に
は
日
本
最
古
の
官
道
で
あ
る
竹
内
街
道
が
通
り
、
地
元
の
人
々
だ
け
で
は
な
く
、
街
第 5図 山田麿墓（佛陀寺古墳）
第 6図 井関に立つ道標
５ 科長佛陀寺旧蔵の版木について
道
を
往
来
す
る
人
々
を
佛
陀
寺
へ
と
導
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
佛
陀
寺
の
北
東
八
〇
〇
ｍ
の
井
関
に
は
天
保
年
間
に
建
立
さ
れ
た
「
左
親
鸞
聖
人
御
旧
蹟
」
と
刻
し
た
道
標
（
第
６
図
）
が
今
も
残
っ
て
い
る
。
道
標
の
近
く
に
は
孝
徳
天
皇
陵
が
あ
り
、
佛
陀
寺
の
近
く
に
は
推
古
天
皇
陵
や
二
子
塚
も
あ
る
。
江
戸
時
代
の
み
な
ら
ず
、
日
清
、
日
露
戦
争
に
勝
利
し
て
民
族
主
義
的
傾
向
が
台
頭
し
て
い
く
時
代
に
も
皇
陵
や
歴
史
上
の
人
物
の
墳
墓
を
訪
ね
歩
く
人
々
が
多
く
い
た
。
そ
う
し
た
人
々
に
縁
起
の
刷
物
や
集
印
、
史
跡
の
絵
葉
書
な
ど
が
恰
好
の
記
念
品
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
註（１
）
佛
陀
寺
（
秦
秀
和
氏
）
は
、『
大
阪
府
宗
教
法
人
名
簿
』
に
よ
れ
ば
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
属
し
、
大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
大
字
山
田
二
九
〇
〇
番
地
に
所
在
す
る
。
（
２
）
上
野
勝
己
「
高
僧
の
御
廟
参
籠
伝
承
」（『
聖
徳
太
子
伝
│
太
子
信
仰
の
世
界
│
』、
平
成
八
年
度
企
画
展
図
録
、
太
子
町
立
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館
、
一
九
九
六
年
八
月
）、
二
四
〜
二
五
頁
。
（
３
）
秋
里
籬
島
『
河
内
名
所
圖
會
』
二
（
大
坂
河
内
屋
喜
兵
衛
ほ
か
、
一
八
〇
一
年
〔
享
和
元
年
〕）。
（
４
）
里
上
龍
平
「
門
主
の
御
骨
の
寺
誓
願
寺
」（『
藤
井
寺
市
史
』
第
二
巻
通
史
編
二
近
世
、
藤
井
寺
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
一
月
）、
六
二
〇
〜
六
三
一
頁
。
佛
陀
寺
の
開
祖
秦
盛
光
は
藤
井
寺
市
大
井
に
あ
る
誓
願
寺
（
盛
光
寺
）
の
開
祖
で
も
あ
る
。
（
５
）
『
高
田
開
山
親
鸞
聖
人
正
統
伝
』
は
、
佐
々
木
月
樵
編
『
親
鸞
伝
叢
書
』（
無
我
山
房
、
一
九
一
〇
年
七
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
三
三
〜
一
三
五
・
一
六
八
〜
一
六
九
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
。
（
６
）
註
（
２
）
前
掲
書
に
同
じ
。
（
７
）
喜
田
貞
吉
「
南
河
内
の
珍
ら
し
い
石
棺
（
中
）」（『
歴
史
地
理
』
第
一
九
巻
第
三
號
、
日
本
歴
史
地
理
學
會
、
一
九
一
二
年
三
月
）、
三
二
〜
三
八
頁
。
喜
田
貞
吉
氏
の
紹
介
以
外
に
、
次
の
文
献
が
あ
る
。
岩
井
武
俊
「
南
河
内
地
方
旅
中
の
見
聞
」（『
歴
史
地
理
』
第
一
九
巻
第
五
號
、
日
本
歴
史
地
理
學
會
、
一
九
一
二
年
五
月
）、
五
三
〜
六
七
頁
。
南
河
内
郡
東
部
教
育
會
編
『
郷
土
史
の
研
究
』（
南
河
内
郡
東
部
教
育
會
、
一
九
二
六
年
六
月
）、
一
八
三
頁
。
岩
井
好
一
ほ
か
編
『
太
子
町
誌
』（
太
子
町
役
場
、
一
九
六
八
年
四
月
）、
六
四
〜
六
五
頁
。
山
本
彰
「
河
内
仏
陀
寺
古
墳
と
そ
の
年
代
」（
菅
谷
文
則
編
『
王
権
と
武
器
と
信
仰
』、
同
成
社
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
三
八
四
〜
三
八
九
頁
。
（
８
）
上
野
勝
己
『
王
陵
の
谷
・
磯
長
谷
古
墳
群
│
太
子
町
の
古
墳
墓
│
』（
太
子
町
立
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館
、
一
九
八
四
年
三
月
）、
二
六
〜
二
八
頁
。
６
